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施設名： 医療法人尚豊会 みたき健診クリニック   

 
受審施設の概要  

医療法人尚豊会みたき健診クリニックは、三重県四日市市にあり、1998年に開設された。

同法人のみたき総合病院に隣接して人間ドック健診を実施している。 

昨年４月から病院に二次健診外来を開設して、ドック健診からの精密検査対象者を受け付

けており、精査把握向上に努めるよう改善された。 

年間の受診者数は、一日ドック約 6,000人、二日ドック 67人、その他の健診が約 28,600人、

さらに検診車による巡回検診を約38,100人実施している（2020年度）。 

2005年に初回の認定を受け、今回が３回目の更新審査である。 

 

 

第１領域 理念達成に向けた組織運営  
理念は法人として作成されている。クリニックの基本方針は、ホームページに掲載され周

知している。受診者の権利は、ISOに沿って作成された「品質方針」に条項がある。 

2018年に ISMS（情報セキュリティマネジメントシステム）認証を取得し、個人情報保護に

取り組んでいる。 

職業倫理は就業規則に倫理条項がある。セクハラの相談窓口が設けられ、窓口の案内は食

堂や通用口に掲示している。職場のルールBOOKという就業規則や行動規範を紹介した冊子を、

全職員に配布し活用している。 

外部研修参加の仕組みがあり、適切に運用されている。 

クリニックの事業計画が作成され、目標設定もされている。部署別に「目標達成プログラ

ム（品質管理と情報管理）」を作成し、毎月分析評価している。計画や目標について討議し

た各会議での議事録を、各部署へ配布する他、職員に回覧し周知に努めている。 

職員の体制は各部署配置表が作成され、受診者数に対応するため適切に人員配置している。 

クリニック全体の教育訓練年間計画表が作成され、実施記録として教育・訓練レポートを

提出する仕組みで管理している。各部署においても同様に計画表が作成され、実施記録が報

告されており適切である。 

医療安全管理は、リスクマネジメント委員会が設置され、報告体制を整備している。他に

第三者認証委員会において、トラブルやクレームの是正対応に取り組んでいる。 

感染管理は、病院のマニュアルを基に、看護師・保健師を中心に運用している。 

2004年に ISO、 2018年に ISMSを取得し、組織的に情報保護管理に取り組んでいる。システム

へのアクセス制限やパスワード管理などは適切に行われている。 

薬剤管理や診療材料は、病院薬剤部や病院用度課と協力して行われている。委託業者管理

は、取引業者評価・選定表にて見直す仕組みがある。 

高齢者や障害者等への対応は、受付手順書が作成され、外国人受診者についても明文化さ

れて適切に行われている。英語・中国語等の問診票も準備されている。  

 

 

 



第２領域 受診者中心の良質な健診の実践  
予約・受付業務は、受診者の希望と待ち時間を配慮して行われている。 

人間ドック学会が提示する基本検査項目は実施されている。 

婦人科検診を含む基本検査項目は、ワンフロアでコンパクトに配置され、実施されている。 

問診、採血、視力は、待合スペースの一部で行われている。パーティションの設置等はさ

れているが、さらなる配慮に期待する。 

受診に関する事前の情報提供は、文書の事前送付などで行われており、受診者からの問い

合わせへの対応もマニュアルが整備されている。 

 健診当日の医療面接（事前問診）は看護師により行われ、医療面接で得られた情報は看護

師が受診票に要点のみメモ書きして受診者とともに各検査室に回覧されている。 

精度管理体制は、検体検査については、尿、便以外は併設の病院で行われている。業務マ

ニュアルに基づいて管理され、外部精度管理サーベイにも参加し良好な成績を得ている。 

検査結果の判定は、人間ドック学会の判定区分に基づき行われている。 

画像検査の読影・診断については、マンモグラフィは放射線科医師、内視鏡検査は病院所

属の内視鏡専門医による二重読影が行われ、その他も概ね健診担当医のダブルチェックが行

われている。腹部超音波検査については、診療放射線技師（一部のみ超音波検査士資格保有）

が検査を担当し、腹部超音波検診判定マニュアルに準拠して所見を入力している。読影・診

断は健診担当医（一部医師は人間ドック認定医などの資格あり）が読影・診断しているが、

専門医などが全例をチェックしているわけではない。本学会と全国労働衛生団体連合会と共

同で実施している精度管理調査に参加し良好な評価を得ている。 

結果説明は画像も含め、医師による診察時に全員に行われていることは評価できる。健診

結果に基づく指導も65%程度の受診者には医師が引き続き行い、この他10%程度の受診者には

保健師や管理栄養士による保健指導が行われている。 

 

 

第３領域 継続的な質改善の取り組み  
受診者の要望を把握する体制としては、全受診者にアンケート用紙が配布され、83%が回収

され、毎月の会議にて内容の報告・検討が行われ要望を改善に繋げるしくみもある。 

フォローアップ体制について、要精検率は、眼底検査以外の項目は10％未満と妥当である。

今回の受審を契機に受診勧奨の取り組みが進み、精検受診率は徐々に向上してきており、2021

年度は平均で72.9％である。今後は、併設病院に要精査症例の専門外来を設けること、およ

び受診勧奨のスタッフ増員を予定しているとのことであり、さらなる改善を期待したい。 

なお、経過観察の把握率向上についても引き続きの取り組みが必要である。 

健診結果の分析は継続的に行い、症例検討会も定期的に行われているが、発見がんの管理

を含め、人間ドック症例に関する継続的な検討を望む。また、学術大会における発表や論文

投稿についても今後の課題である。 

情報提供の取り組みとしては、地域向け講演会や地域交流イベントを、みたき総合病院と

共催で、2019年まで毎年開催していた。また、ホームページに健康情報として「クリニック

レポート」を毎月掲載している。院内配置や保険者と企業に配布したりして情報発信に努め

ている。件数は限られるが、産業医が企業を訪問して教育講演活動を行っている。 

各部署別目標達成プログラムによる活動の他に、業務能力一覧表という業務評価の仕組み

を活用して、各職員の能力向上に努めている。 

 

 

 



総括  
 ISOや ISMSを取得し、品質管理や情報管理が充分に行われていることは評価したい。前回指

摘された事項も改善し実行されている。 

但し、精検受診率、追跡調査把握率、ならびに要精検とされた症例の詳細な把握などは未

だ十分とは言えず、改善に向けてさらなる取り組みが必要である。 

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新） に値すると判断する。 

 

 

審  査  日   2022 年  7 月  7 日  

認定承認日 2022 年  7 月  28 日  

 

 

 


